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ＩＰ化の進展に対ＩＰ化の進展に対しての論点しての論点

ＮＴＴの圧倒的な市場支配力

ＮＴＴの強大なグループ経営

市場支配・グループ経営の悪影響
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ＮＴＴの圧倒的な市場支配力



4

電気通信市場のＮＴＴの支配力電気通信市場のＮＴＴの支配力

電気通信市場(1種・2種合計）

NTTグループ
連結決算

54.4%
携帯・PHS加入者
シェア（H17.10)

62.2%

98.7%

16兆円

11兆円

県外マイライン
シェア（H17.10)

NTTドコモ

NTTコミュニケーションズ

NTT東西

加入電話契約者数
シェア（H15末）

NTTコミュニケーションズ

60.5%
国際マイライン
シェア（H17.9)

全ての市場で50％以上のシェアを保持

（ｼｪｱ約70％）

出所：電気通信事業者協会、各社の決算資料
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固定通信市場の問題固定通信市場の問題

出所：日経コミュニケーション4/15号、マイライン事業者協議会

？

まだ伸びるか？

（円）

（回線）

KDDI 日本ﾃﾚｺﾑ FUSION

接続料2000億円以上（推定）

*ＮＴＴグループ内で相殺され影響なし

*図は市内区分のマイライン累積登録数

マイライン ＮＴＴのみ増加上昇続く接続料

出所：総務省
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移動体通信市場の問題移動体通信市場の問題
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11分当たりのコストの比較（分当たりのコストの比較（20052005年年66月）月）NTTNTTドコモの加入者シェアドコモの加入者シェア
（円）

ＮＴＴドコモのシェア増加 携帯通話コストが割高

出所：（社）電気通信事業者協会 出所: Merrill Lynch “Global Wireless Matrix 2Q05”
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ＮＴＴの強大なグループ経営

市場支配・グループ経営の悪影響

ＮＴＴの圧倒的な市場支配力
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ＮＴＴグループ間人事の問題ＮＴＴグループ間人事の問題

地域通信 地域通信 長距離/国際 移動通信 データ通信 その他

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

ＮＴＴ持株会社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

社長 社長

副社長

社長
’98 旧NTT
固定部門より

幹部レベルだけでなく現場レベルでも人事交流があり、
グループ一体で営業/技術情報を共有できる体制

社長
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ＮＴＴグループ内の排他的取引ＮＴＴグループ内の排他的取引

FLET’S ADSL

B FLET’S

Plala（NTT東日本）

ＮＴＴはグループ企業内のみで取引し、他事業者には排他的

OCN（NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ） ＮＩＦＴＹ

FLET’S ADSL

B FLET’S

ACCA

NTT
eAccess

ACCA

Others
100% ＮＴＴ東西が提供 NTT東西とNTT関係会社が提供

イー・アクセスから提案
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ＮＴＴの強大なグループ経営

市場支配・グループ経営の悪影響

ＮＴＴの圧倒的な市場支配力
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日本メーカー日本メーカー//ベンダーの国際競争力低下ベンダーの国際競争力低下

携帯端末

NTTドコモの市場支配の結果、日本ﾒｰｶｰ/ﾍﾞﾝﾀﾞｰの国際競争力は大きく低下

携帯ＩＰＲ

Nokia
31.7%

Motorola
17.8%

Samsung
12.9%

SonyEricsson
6.2%

Others
27.1%

ＮＴＴ 3%
日立 3%

Nokia
25%

Ericsson
22%

Qualcomm
19%

Motorola
7%

Siemens
5%

Alcatel
5%

Philips
3%

Others
7%

出所：日経ビジネス2006年1月16日号 出所：CLSA, Goodman and Myers, 2005WCDMA IPR

パナソニックモバイル 1.5%
ＮＥＣ 1.4%
ＳＡＮＹＯ 1.4％
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ＮＴＴ民営化２０年後の実績ＮＴＴ民営化２０年後の実績

ＡＤＳＬ以外は全て国際競争力が低下

料金の国際比較 技術革新 市場健全性

△
△

×

アメリカは市内通話無料

○
ビットあたり世界最安値

△

×

×
○

50Mは世界最速

△
×

KDDI、JT等は赤字

×
接続料金ﾞが増加傾向

eA/SB/ACCA全て黒字

○

54.4%

62.2%

98.7%

37.1%
出所：平成17年情報通信白書

携
帯

県
外

市
内

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
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競争事業者の参入

・イー・アクセス

・Yahoo！ＢＢ

・アッカ・ネット
ワークス

ＡＤＳＬの規制緩和実績ＡＤＳＬの規制緩和実績

・国際競争力向上

・ＢＢ普及率向上

・サービス品質の
向上

(世界最低料金、世界最速)

・コロケーション

・ラインシェア
リング

・ＤＩＹ

サービス

向上

ネットワーク

アンバンドル
競争の促進

ルール明確化 市場の健全性 サービス品質
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Step1

・グループ内人事異動

・グループ内統合

‐NTTグループ再編計画

‐ｸﾞﾙｰﾌﾟ内ISPのOCNへの統合

・グループ内取引

・一体営業

NTTｸﾞﾙｰﾌﾟ内取引の強化

Step2

・接続料値上げ

・排他的料金設定

‐プラチナライン

‐Ｂフレッツ

・ﾈｯﾄﾜｰｸ非ｵｰﾌﾟﾝ化政策

‐光アクセスコスト

‐光回線の逆ザヤ問題

業界健全性の悪化

Step3

・NTT東西とNTTﾄﾞｺﾓとの
次世代ﾈｯﾄﾜｰｸの構築

・NTTﾄﾞｺﾓ Super 3Gと融
合サービスの実現

・ISP統合化

固定系：OCNに一本化、
非ｵｰﾌﾟﾝ化

無線系：iﾓｰﾄﾞ非ｵｰﾌﾟﾝ化

NTT統合(独占)化

NTTNTT独占化計画のシナリオ独占化計画のシナリオ((分割後から分割後から20152015年まで）年まで）

1999年 → 2002年 → 2006年 → 2015年
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Step1

・グループ内人事(情報
交換)の停止

・グループ内合併に
対する認可プロセス
の導入

・グループ内取引の
透明化

NTT完全分割ルールの
強化

Step2

・NTT支配力の低下

・業界健全性の向上

・新興通信事業者の育成

‐更なる接続料金及びコロケー
ション料金の低廉化

‐ドコモネットワークの
オープン化

NTT支配力の抑制
NTT依存度の低下

Step3

・NTT 東西とNTTﾄﾞｺﾓと
の次世代ﾈｯﾄﾜｰｸ構築
計画を禁止

・NTTグループ外取引の
拡大

・持株会社の廃止検討

ﾈｯﾄﾜｰｸとｻｰﾋﾞｽの
ｵｰﾌﾟﾝ化ﾙｰﾙの強化

日本の日本のＩＰＩＰ化の進展に対応した競争ルール化の進展に対応した競争ルール
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弊社からの要望弊社からの要望

ＮＴＴグループ支配力の抑制

ＮＴＴ東西とＮＴＴドコモによる次世代
ネットワーク構築に反対

ネットワークのオープン化/ルールの明確化
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本資料は情報の提供を目的としており、本資料による何らかの行動を勧本資料は情報の提供を目的としており、本資料による何らかの行動を勧
誘するものではありません。本資料は信頼できると思われる情報に基づ誘するものではありません。本資料は信頼できると思われる情報に基づ
いて作成されていますが、当社はその正確性、完全性に関する責任を負いて作成されていますが、当社はその正確性、完全性に関する責任を負
いません。ご利用に際しては、ご自身の判断にてお願いします。ここにいません。ご利用に際しては、ご自身の判断にてお願いします。ここに
示した意見は、本資料作成日現在の当社の意見を示すのみです。当社は、示した意見は、本資料作成日現在の当社の意見を示すのみです。当社は、
本資料中の情報を合理的な範囲で更新するようにしていますが、法令上本資料中の情報を合理的な範囲で更新するようにしていますが、法令上
の理由などにより、これをできない場合があります。の理由などにより、これをできない場合があります。

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました
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